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要 旨 

 

目的：肝硬変による死亡率は増加しており、アルコール関連肝疾患(ALD)のある若年成人では

最も高くなっている。この研究の目的は、肝移植待機者について、年齢、性別、および肝硬変

の病因によって層別化し、調査することである。 

方法：2003年から 2018 年までの Scientific Registry of Transplant Recipientsデータベース

を使用し、後ろ向き調査を行った。肝移植待機リストに新たに登録された成人を対象とし、登

録時の年齢により 20-39 歳あるいは 40 歳以上に分けた。さらに、性別、および病因（ALD、

非アルコール性脂肪肝疾患: NAFLD、C型肝炎、B型肝炎、自己免疫性肝炎、遺伝性肝疾患）

別の肝移植待機リストの年間標準発生率を計算した。年率の変化は、ポアソン回帰で分析した。 

結果：合計 209,399人の登録者が含まれ、10,326(5%)人が 20-39歳であった。調査期間中、20-

39歳では、病因のうち ALDが最も増加し(4倍増加)、NAFLD(2倍増加)が続いた。また、20-

39 歳において、男性より女性で、ALD により肝移植待機リストに登録される可能性が高く、

NAFLD により登録される可能性は低かった。40 歳以上では、ALD(2 倍の増加)と NAFLD(2

倍の増加)による肝移植待機リストへの登録が最も増加した。C型肝炎ウイルスは 2003年から

2013年にかけて増加し、2014年以降は 40歳以上で減少した。 

結論：ALDにより肝移植待機となる若年米人が大幅に増加している。青年および若年成人にお

ける ALD の初期段階からの介入を行い、肝硬変および肝臓関連合併症を予防することが必要

と考えられる。 

 

 


